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市議会だより　第 135 号 ２

大
月
市
議
会
第
３
回
臨
時
会

こ
ん
な
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。

７
月
29
日
（
１
日
間
）

契
約
締
結

大
月
東
小
学
校
校
舎
・
体
育
館

の
建
設
工
事
の
契
約
を
結
び
ま

し
た
。（
一
般
競
争
入
札
）

◎
契
約
締
結
の
件
（
大
月
市
立

大
月
東
小
学
校
校
舎
・
体
育
館

建
設
工
事
）

○
契
約
金
額
…
…
１
、
２
７
８
、

２
８
８
、
０
０
０
円

○
工
事
概
要

①
校
舎
北
棟
・
体
育
館
増
改
築

工
事
（
３
階
建
て
　
延
べ
床
面

積
　
３
、
１
２
４
㎡
）

②
既
存
校
舎
南
棟
大
規
模
改
造

工
事
（
３
階
建
て
　
延
べ
床
面

積
　
２
、
７
８
３
㎡
）

③
既
存
体
育
館
解
体
工
事
（
平

屋
建
て
　
延
べ
床
面
積
　
８
０

６
㎡
）

④
そ
の
他
工
事
等
　
駐
車
場
整

備
工
事
、
校
庭
整
備
工
事

○
契
約
の
相
手
方
…
清
水
建
設

・
川
上
建
設
大
月
市
立
大
月
東

主
な
議
案
の
内
容

今
臨
時
会
の
議
案

市
長
提
出
案
件

補
正
予
算
…
…
…
…
…
…
１
件

そ
の
他
…
…
…
…
…
…
２
件

人
　
　
事
…
…
…
…
…
…
１
件

議
会
提
出

選
挙
（
補
欠
含
む
）
…
…
３
件

小
泉
二
三
雄
議
長
の
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、

後
任
に
、
小
原
丈
司
議
員
が
第
56
代
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

第
56
代
議
長
　
小
原
丈
司

こ
の
度
の
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、議
員

各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
第
56
代
議
長
に

就
任
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、今
年
度
は
市
制
施
行
60
年
の
節
目
の

年
で
あ
り
、市
民
の
皆
様
と
様
々
な
行
事
を
と

お
し
て
、
一
緒
に
60
年
を
振
り
返
り
、
そ
の
重

み
を
し
っ
か
り
噛
み
し
め
、こ
れ
か
ら
大
月
市

が
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
、そ
う
い
う
こ
と
を

皆
で
ま
た
新
た
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

未
来
に
希
望
を
抱
く
、そ
の
た
め
に
様
々
な

課
題
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議
長
と
し
て
市
民
の
目
線
で
、市
民
の
た
め

に
、
開
か
れ
た
公
平
、
公
正
か
つ
円
滑
な
議
会

運
営
に
努
め
、市
民
福
祉
の
向
上
と
市
政
発
展

の
た
め
、
本
当
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
指
導
と
ご

鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、就
任
の
あ
い
さ
つ
と

致
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議
長
就
任
挨
拶

動
産
購
入

大
月
市
消
防
本
部
の
高
規
格
救

急
自
動
車
の
老
朽
化
に
伴
い
入

れ
替
え
ま
す
。
（
一
般
競
争
入

札
）

◎
動
産
購
入
の
件
（
高
規
格
救

急
自
動
車
１
台
）

○
購
入
予
定
価
格
…
…
１
８
、

３
６
０
、
０
０
０
円

○
購
入
相
手
方
…
…
東
八
防
災

（
株
）

予
算
（
 補
正
 ）

◎
平
成
26
年
度
　
大
月
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
猿
橋
地
域
活
性
化
事
業
補
助

金
（
９
０
０
万
円
）

・
生
活
市
道
除
雪
の
た
め
地
区

が
購
入
す
る
除
雪
機
に
対
す
る

補
助
金
（
２
０
０
万
円
）

小
学
校
校
舎
・
体
育
館
建
設
工

事
共
同
企
業
体
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Ｑ
　
大
月
市
の
最
重
要
課
題
は
。

Ａ
　
大
月
市
は
今
、
国
立
社
会
保
障
人

口
問
題
研
究
所
の
推
計
以
上
に
人
口
が

減
少
し
て
い
る
。
そ
の
数
は
、
年
間
５

０
０
人
以
上
に
も
の
ぼ
り
２
０
４
０
年

に
は
１
３
、
０
０
０
人
に
ま
で
減
少
し

て
し
ま
う
と
の
推
計
も
出
て
お
り
最
重

要
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
人
口
減
少
問
題
に
対
し
た
取
り
組

み
は
。

Ａ
　
私
は
、
こ
の
問
題
に
対
し
真
摯
に

向
き
合
い
取
り
組
む
事
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
、
ま
ず
は
議
会
に
勉
強
会
を
立

ち
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て

議
論
を
重
ね
意
見
を
集
約
し
議
会
と
し

て
の
意
見
と
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
意

見
や
提
言
は
決
し
て
当
局
に
押
し
付
け

る
の
で
は
無
く
、
当
局
と
の
意
見
交
換

を
行
う
事
や
住
民
と
の
語
り
合
い
も
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
住
民
と
の
語
り
合
い
の
目
的
は
。

Ａ
　
議
会
報
告
会
を
開
催
す
べ
き
と
の

意
見
を
良
く
耳
に
す
る
。
私
は
議
会
報

告
会
と
い
う
言
葉
は
議
員
が
プ
レ
イ
ヤ

ー
で
市
民
は
観
客
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

抱
か
せ
て
し
ま
い
住
民
と
議
会
の
距
離

は
近
づ
い
て
い
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。

本
当
に
必
要
な
事
は
、
船
頭
に
全
て
任

せ
る
の
で
は
な
く
、
設
定
し
た
具
体
的

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
議
会
と
住
民
が
共

に
語
り
合
い
を
行
い
意
見
の
一
致
を
さ

人
　
　
事

◎
大
月
市
監
査
委
員
の
選
任
つ

い
て
同
意
を
求
め
る
件

大
月
市
監
査
委
員
　
相
馬
保

政
氏
は
、
平
成
26
年
７
月
29
日

を
も
っ
て
退
職
す
る
の
で
、
そ

の
後
任
に
　
奥
脇
一
夫
氏
を
選

任
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
　

・
大
月
市
賑
岡
町
ゆ
り
ヶ
丘
27

番
地
８

奥
　
脇
　
一
　
夫

昭
和
23
年
10
月
16
日
生

そ
の
他

選
　
　
挙

◎
大
月
都
留
広
域
事
務
組
合
議

会
議
員
補
欠
選
挙

山
　
田
　
善
　
一

◎
東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団

議
会
議
員
補
欠
選
挙

小
　
泉
　
二
三
雄

◎
議
員
の
派
遣

平
成
26
年
度
山
梨
県
市
議
会
議

長
会
議
員
合
同
研
修
会
（
８
月

７
日
）
に
議
員
全
員
を
派
遣
し

ま
す
。

○
派
遣
の
目
的

研
修
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
な
く
し
て
自
治
体
経
営
は
不

可
能
に
つ
い
て
」

せ
て
い
く
事
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
夢
（
意
志
・
街
）
を
共
に
作
り
出

す
事
こ
そ
が
、
住
民
と
議
会
の
距
離
を

更
に
近
づ
け
、
夢
を
形
に
し
て
い
く
近

道
で
あ
り
、
真
の
議
会
改
革
に
繋
が
る

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
若
者
や
女
性
の
人
口
流
出
に
対
し

た
取
り
組
み
は
。

Ａ
　
日
本
創
生
会
議
の
「
ス
ト
ッ
プ
少

子
化
・
地
方
元
気
戦
略
」
の
提
言
の
中

で
も
若
者
や
女
性
の
活
躍
で
き
る
社
会

の
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
確

か
に
そ
の
通
り
で
あ
る
と
思
う
が
今
の

地
方
を
若
者
や
女
性
の
活
躍
で
き
る
環

境
に
し
て
い
く
事
は
非
常
に
険
し
い
道

だ
と
感
じ
て
い
る
。「
ス
ト
ッ
プ
少
子
化

・
地
方
元
気
戦
略
」
に
つ
い
て
も
勉
強

し
て
い
く
事
も
含
め
大
月
市
の
人
口
減

少
問
題
に
対
し
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い

く
が
、
地
方
自
治
体
が
で
き
る
事
は
限

ら
れ
て
い
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
国

に
対
し
て
も
地
方
に
し
か
分
か
ら
な
い

課
題
を
し
っ
か
り
と
意
見
し
て
い
く
事

も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
意
気
込
み
を
。

Ａ
　
議
会
と
し
て
継
続
し
続
け
る
事
の

重
要
性
を
考
え
な
が
ら「
実
行
し
た
い
」

で
は
な
く「
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
決
意
で
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

小
原
丈
司
新
議
長
　
抱
負
を
語
る

「
勉
強
会
と
住
民
と
の
語
り
合
い
か
ら
！
」

平成26年７月臨時会議決結果等一覧表
（賛成○　反対●　退席ー）※小泉二三雄議長を除く

○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○｜○○○

藤
本
　
　
実

小
林
　
信
保

鈴
木
　
章
司

山
田
　
政
文

卯
月
　
政
人

山
田
　
善
一

小
原
　
丈
司

西
室
　
　
衛

古
見
　
金
弥

後
藤
　
慶
家

奥
脇
　
一
夫

相
馬
　
保
政

大
石
　
源
廣

天
野
　
祐
治

結
　
　
　
果

原案
可決

同意

議案番号

第 51 号

第 52 号

議　員　名

案　件　名

平成26年度　大月市一般会計補正予算
（第３号）第 50 号

契約締結の件

動産購入の件

第 53 号 大月市監査委員の選任について同意を求める件

補正
予算

その他

人事
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主
な
議
案
の
内
容

大
月
市
議
会
第
２
回
定
例
会

こ
ん
な
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。

６
月
２
日
〜
６
月
19
日（
18
日
間
）

報
　
　
告

今
定
例
会
の
議
案
　
（
審
査
付
託
先
）

市
長
提
出
案
件

報
　
　
告
…
…
…
１
件
（
各
常
任
委
員
会
）

条
　
　
例
…
…
…
２
件
（
各
常
任
委
員
会
）

補
正
予
算
…
…
…
１
件
（
各
常
任
委
員
会
）

議
会
提
出

意
見
書
…
…
…
３
件

◆
専
決
第
２
号

平
成
26
年
度
　
大
月
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

２
月
の
大
雪
に
よ
る
倒
壊
家

屋
等
廃
棄
物
処
理
経
費
の
追
加

補
正
を
行
っ
た
も
の
。

◎
市
の
対
応
実
績
78
件
（
保
険

適
用
外
に
限
る
）

〇
被
災
状
況
（
件
数
）

・
全
壊
42
件
 ・
半
壊
12
件
 

・
一
部
24
件

〇
処
理
内
容
（
件
数
）

・
撤
去
及
び
処
分
52
件

・
処
分
26
件

〇
費
用
（
万
円
）

・
国
、
県
４
０
９
万
円
　

・
市
４
２
０
万
円

◆
専
決
第
４
号

大
月
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

所
得
の
少
な
い
人
の
保
険
税

を
軽
減
す
る
制
度
（
注
）
を
拡

充
す
る
も
の
。
一
方
、
高
額
所

得
者
の
保
険
税
は
引
き
上
げ
る
。

（
注
）
現
在
、
国
制
度
で
所
得
に

応
じ
７
割
５
割
２
割
の
保
険
税

の
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
る
。
対

象
が
自
動
的
に
軽
減
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

施
行
期
日
　
平
成
26
年
４
月

１
日

条
　
　
例

◎
大
月
市
税
条
例
中
改
正
の
件

法
人
税
割
の
税
率
を
引
き
下

げ
る
改
正
を
行
う
も
の
。

施
行
期
日
　
平
成
26
年
10
月

１
日

〇
近
隣
市
の
状
況
（
現
在
→
改

正
後
）

・
大
月
市
 

13
・
１
％
→
10
・
５
％

・
都
留
市
 

13
・
１
％
→
10
・
５
％

・
上
野
原
市
  

13
・
２
％
→
10
・
６
％

・
富
士
吉
田
市

14
・
７
％
→
12
・
１
％

補
正
（
予
算
）

◎
平
成
26
年
度
　
大
月
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

応
募
し
た
い
団
体
が
市
と
協

議
の
う
え
各
種
助
成
事
業
に
応

募
申
請
す
る
も
の
。
年
度
ご
と

狭
き
門
で
は
あ
る
が
、
審
査
で

採
択
が
決
ま
る
。

〇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

（
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
）

・
梁
川
町
彦
田
地
区
　
自
主
防

災
資
機
材
整
備
事
業
（
採
択
）

50
万
円

・
あ
わ
お
ど
り
グ
ル
ー
プ
　
太

鼓
等
整
備
事
業
（
採
択
）
１
３

０
万
円

・
大
月
商
店
街
協
同
組
合
　
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
導
入
事
業
（
採

択
）
１
、
０
０
０
万
円

〇
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金

事
業
（
独
立
行
政
法
人
日
本
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
）

・
総
合
体
育
館
　
移
動
式
バ
ス

ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
整
備
事
業
（
採

択
）
４
５
８
万
円

〇
過
疎
対
策
地
域
等
自
立
活
性

化
推
進
事
業
（
総
務
省
）

・
笹
子
町
政
運
営
委
員
会
　
山

村
振
興
活
性
化
事
業
（
採
択
）

８
０
０
万
円

助
成
金
額
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全
国
市
議
会
議
長
会
・
山

梨
県
市
議
会
議
長
会
各
会
長

よ
り
、
議
員
勤
続
表
彰
を
次

の
方
々
が
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

し
て
市
の
方
に
割
増
し
て

い
た
だ
く
と
聞
い
て
い
る
。

地
方
交
付
税
の
割
合
に
つ

い
て
は
ま
だ
は
っ
き
り
決

ま
っ
て
い
な
い
。

M
カ
ー
ド
に
つ
い
て

Ｑ
　
Ｍ
カ
ー
ド
の
加
入
店
舗
数

等
を
示
せ
。

Ａ
　
組
合
加
入
店
舗
数
は
69
件
、

Ｍ
カ
ー
ド
加
入
店
舗
数
は

38
件
、
Ｍ
カ
ー
ド
機
器
台

数
は
42
台
、
カ
ー
ド
発
行

数
が
２
７
、
０
０
０
枚
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
市
内
の
他
の
商
店
や
商
店

街
で
も
発
券
し
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
か
。

Ａ
　
大
月
商
店
街
協
同
組
合
に

委
託
し
て
い
る
が
、
基
本

的
な
方
向
性
は
、
市
内
全

域
の
商
店
に
組
合
に
加
入

し
て
頂
い
て
機
器
を
設
置

し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

請
　
　
願

◎
特
定
秘
密
保
護
法
撤
廃
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願

◎
憲
法
解
釈
の
変
更
に
よ
る
集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
反
対

す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請

願〈
い
ず
れ
も
、継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。〉

◎
30
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を

図
る
た
め
の
請
願
書

◎
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

を
改
正
し
、
発
生
抑
制
と
再
使

用
を
促
進
す
る
た
め
の
法
律
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採

択
を
求
め
る
請
願
書

〈
い
ず
れ
も
、採
択
と
な
り
ま
し

た
。
意
見
書
は
14
ペ
ー
ジ
・
15

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。〉

委
員
会
審
査
の
様
子

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ

い
て

Ｑ
　
ど
の
よ
う
な
収
入
の
方
々

が
課
税
限
度
額
を
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
か
。

Ａ
　
給
与
収
入
で
８
６
０
万
円

以
上
の
方
が
限
度
額
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
課
税
限
度
額
が
77
万
円
か

ら
81
万
円
に
な
る
が
、
市

内
に
限
度
額
に
な
る
よ
う

な
該
当
者
は
何
名
位
い
る

か
。

Ａ
　
年
度
に
よ
っ
て
差
は
あ
る

が
、
20
名
前
後
の
方
が
限

度
額
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
　
保
険
料
軽
減
判
定
所
得
の

見
直
し
に
な
る
が
、
ど
の

よ
う
な
方
に
ど
の
よ
う
な

優
遇
措
置
に
な
る
の
か
。

Ａ
　
・
２
割
軽
減
の
拡
大

基
準
額
「
33
万
円
＋
35
万

円
×
被
保
険
者
数
」
か
ら

「
33
万
円
＋
45
万
円
×
被
保

険
者
数
」
へ

・
５
割
軽
減
の
拡
大
　

単
身
世
帯
も
対
象
と
す
る
。

（
旧
制
度
は
２
人
世
帯
以

上
）

Ｑ
　
国
保
税
自
体
の
収
入
が
少

な
く
な
る
の
か
。

Ａ
　
少
な
く
な
り
ま
す
。
25
年
　

度
ベ
ー
ス
の
負
担
割
合
で

４
２
８
万
円
、
負
担
割
合

が
大
き
く
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
保
険
財
政
の
安
定
化
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
、

市
の
負
担
が
増
え
る
が
、

軽
減
拡
充
に
伴
う
公
費
の

負
担
割
合
は
ど
う
な
る
の

か
。

Ａ
　
県
と
市
で
負
担
を
す
る
。

県
が
４
分
の
３
、
市
が
４

分
の
１
で
す
。

法
人
税
に
つ
い
て

Ｑ
　
法
人
税
を
引
き
下
げ
る
と

市
の
税
収
へ
の
影
響
は
ど

う
な
る
の
か
。

Ａ
　
税
率
は
13
・
１
％
か
ら
10

・
５
％
と
な
り
減
収
と
な

る
。
昨
年
ベ
ー
ス
で
計
算

す
る
と
１
、
９
２
３
万
４
、

０
０
０
円
の
減
収
と
な
る

が
、
地
方
交
付
税
で
県
そ

市議会議員
小原　丈司 氏

市議会議員
小泉 二三雄 氏

市議会議員
古見　金弥 氏

市議会議員
後藤　慶家 氏

◎
議
員
勤
続
10
年
表
彰

表
彰
 お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
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平成26年６月定例会議決結果等一覧表
（賛成○　反対●　棄権ー）※小泉二三雄議長を除く

条例

請願

意見書

補正
予算

○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○●○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

藤
本
　
　
実

小
林
　
信
保

鈴
木
　
章
司

山
田
　
政
文

卯
月
　
政
人

山
田
　
善
一

小
原
　
丈
司

西
室
　
　
衛

古
見
　
金
弥

後
藤
　
慶
家

奥
脇
　
一
夫

相
馬
　
保
政

大
石
　
源
廣

天
野
　
祐
治

結
　
　
　
果

議案番号

専決第３号

請願第３号 30 人以下学級実現、義務教育費国庫負担制
度拡充を図るための請願書

請願第４号
「容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制
と再使用を促進するための法律の制定を求め
る意見書」の採択を求める請願書

意見書
第２号

協同労働の協同組合法（仮称）の速やかな制
定を求める意見書

意見書
第３号

意見書
第４号

容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と
再使用を促進するための法律の制定を求める
意見書

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制
度拡充を図るための意見書

種別
議　員　名

案　件　名

請願第１号 特定秘密保護法撤廃を求める意見書の提出を
求める請願
憲法解釈の変更による集団的自衛権行使容認
に反対する意見書提出を求める請願

平成 25年度　大月市病院事業会計補正予算
（第３号）
大月市税条例中改正の件第 47 号

大月市ひとり親家庭医療費助成に関する条例
中改正の件第 48 号

第 49 号

請願第２号

平成 26年度　大月市一般会計補正予算
（第２号）

平成 26年度　大月市一般会計補正予算
（第１号）専決第２号

大月市税条例の一部を改正する条例

専決第４号 大月市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例

専決第５号 平成 25年度　大月市一般会計補正予算
（第８号）

専決第６号

報告 承認

原案
可決

原案
可決

継続
審査

採択

原案
可決
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市
政
を
問
う

ズバリ

！

６月定例会

一 般 質 問

本文は要旨の掲載であり、質問者自身が責任を持って作成したものです。
詳しい内容については、会議録（８月下旬発行予定）を図書館及び市の
ホームページ（http://www.city.otsuki.yamanashi.jp/）で閲覧することが
できます。

一般質問とは、市の行政事務の状況や将来に対する方針などをただした
り、報告を求めたりするもので、各定例会で行われます。

今定例会では、６名の議員が質問を行いました。

● 代表質問
（１）西室　衛議員　（清風会＆公明）　　　　 　　　　　　　

①防災行政無線の改善と新たな防災情報の伝達方法は
②社会教育施設の環境整備計画と利用者からの要望への対応は

（２）山田善一議員　（NEW・OTSUKI）　　　　　　　　　 
①中央病院の負債は基金だけで対処していくのか
②公立保育園は今後どのようにしていくのか

（２）小原丈司議員　（山と川の街大月）　　　　　　　　　
①人口減少への対応は
②中央病院の経営健全化への取り組みは

（４）山田政文議員　（スマイル）　　　　 　　　　　　　　 
①大月駅北側地区の開発と道路整備等に関する市の方針は
②空き家・空き地の管理条例制定を提案するが市の考えは

（５）藤本　実議員　（日本共産党）　　　 　　　　　　　　 
①森林ボランティアから自伐林家を育成する考えは
②自然を活用するまちづくりビジョンは

（６）小林信保議員　（スマイル）
①前回の総合計画策定方法の検証はするのか
②公共施設等総合管理計画は策定するのか

● 個人質問

８ページ

９ページ

10 ページ

11 ページ

12 ページ

13 ページ
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Ｑ
社
会
教
育
施
設
の
環
境
整
備

Ｑ
  計
画
と
利
用
者
か
ら
の
要
望

Ｑ
  へ
の
対
応
は

Ａ
施
設
の
機
能
を
損
な
わ
な
い

Ａ
  範
囲
で
の
維
持
管
理
に
努
め
、

Ａ
  利
用
者
に
不
便
を
来
さ
な
い

Ａ
  よ
う
さ
ら
に
徹
底
す
る

Ｑ
防
災
行
政
無
線
の
改
善
と
新

Ｑ
た
な
防
災
情
報
の
伝
達
方
法

Ｑ
は
知
症
高
齢
者
見
守
り
ネ

Ａ
聞
き
取
り
に
く
い
世
帯
の
解

Ａ
  消
に
向
け
て
電
波
調
査
等
を

Ａ
  実
施
し
て
い
る

問
現
状
、
防
災
行
政
無
線
が

聞
き
取
り
に
く
い
世
帯
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

ま
た
、
再
ダ
イ
ヤ
ル
シ
ス

テ
ム
及
び
防
災
メ
ー
ル
の

利
用
状
況
並
び
に
新
た
な

伝
達
方
法
は
検
討
さ
れ
て

い
る
の
か
。

問
社
会
教
育
活
動
の
活
性
化

の
た
め
の
施
設
の
環
境
整

備
計
画
を
伺
い
ま
す
。
ま

た
、
小
中
学
校
等
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
使
用
に
あ
た
り
ト

イ
レ
の
設
置
等
の
要
望
が

あ
る
が
、
現
状
と
今
後
の

計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
市
長

ウ
ン
ド
使
用
に
当
た
り
、
ト
イ

レ
の
設
置
等
の
要
望
が
あ
る
が
、

現
状
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
開
放
し
て

い
る
13
施
設
の
う
ち
、
３
施
設

に
は
屋
外
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

使
用
時
に
お
い
て
は
体
育
館
等

の
ト
イ
レ
の
使
用
も
可
能
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
利
用
者
に

不
便
を
来
さ
な
い
よ
う
さ
ら
に

徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

環
境
整
備
は
照
明
器
具
や
給

電
設
備
、
給
排
水
設
備
等
に
不

具
合
が
生
じ
た
場
合
の
補
修
な

ど
学
校
施
設
と
し
て
の
機
能
を

損
な
わ
な
い
範
囲
で
の
維
持
管

理
に
努
め
て
い
ま
す
。

次
に
、
小
中
学
校
等
の
グ
ラ

防
災
行
政
無
線
が
聞
き
取
り

に
く
い
世
帯
数
は
、
昨
年
度
２

地
区
２
世
帯
、
今
年
度
３
地
区

５
世
帯
の
相
談
が
あ
り
ま
す
。

現
地
調
査
等
を
行
い
、
２
地
区

２
世
帯
は
改
善
を
い
た
し
、
３

西室　衛

代
表
質
問

清風会＆公明

地
区
５
世
帯
に
つ
い
て
は
、
解

消
に
向
け
て
電
波
調
査
等
を
実

施
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
再
ダ
イ
ヤ
ル
シ
ス
テ

ム
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
機
器
で
は
把
握
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
防
災
メ
ー

ル
の
利
用
状
況
は
、
現
在
６
４

６
人
の
方
が
登
録
を
さ
れ
て
お

り
、
登
録
者
か
ら
は
、
現
状
に

合
っ
た
有
効
な
手
段
と
の
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

次
に
、
新
た
な
伝
達
方
法
に

つ
い
て
は
、
本
市
で
も
過
去
に

お
い
て
防
災
無
線
に
対
応
し
た

ラ
ジ
オ
形
式
の
受
信
機
導
入
を

検
討
し
、
市
内
の
受
信
状
況
の

調
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結

果
、
本
市
の
山
間
部
で
は
受
信

で
き
な
い
地
域
が
多
く
、
導
入

に
至
ら
な
か
っ
た
経
過
が
あ
り

ま
す
。

今
後
は
、
防
災
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
向
け
て
、
低
廉
な
価

格
で
実
施
で
き
る
方
法
を
総
務

省
及
び
実
験
実
施
業
者
と
協
議

す
る
中
で
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答
教
育
次
長

問
「
地
籍
調
査
」
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問


